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①
子
育
て
・
教
育
支
援
複
合
施
設
の
検
討
経
過
。

強
み
と
弱
み
②
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
で
の
議

論
の
要
旨
と
市
の
対
応
③
統
括
セ
ン
タ
ー
長
は
重
要

ポ
ス
ト
。
配
置
の
視
点
は
④
市
民
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

を
⑤
社
会
的
養
護
を
身
近
に
感
じ
る
た
め
の
当
事
者

の
活
動
と
は
⑥
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
利
便
性

向
上
の
た
め
の
改
善
点
⑦
市
民
活
動
推
進
の
た
め
に

公
民
館
利
用
団
体
の
駐
車
場
無
料
化
を
要
望
す
る
。

①
委
託
事
業
者
決
定
。
強
み
は
切
れ
目
な
い
支

援
や
利
用
者
負
担
軽
減
等
。
三
者
間
連
携
等
の

仕
組
み
づ
く
り
が
課
題
②
母
子
保
健
と
の
連
携
等
の

議
論
が
あ
り
必
要
な
調
整
を
行
っ
て
き
た
③
兼
務
と

し
、
円
滑
に
連
携
で
き
る
役
職
が
望
ま
し
い
④
専
門

家
の
指
導
助
言
に
よ
り
、
検
討
を
進
め
て
い
る
⑤
児

童
養
護
施
設
出
身
者
に
成
人
式
の
前
撮
り
を
無
償
で

行
う
⑥
休
館
日
変
更
の
試
行
実
施
等
⑦
利
用
団
体
１

台
無
料
を
検
討
す
る
。

予
測
可
能
な
台
風
・
豪
雨
防
災
行
動
計
画
は
災

害
対
策
本
部
や
自
主
避
難
所
設
置
等
、
降
雨
前

に
、
ま
た
被
災
後
の
対
応
一
本
化
な
ど
今
後
は
早
め

に
対
策
を
。
①
小
河
内
ダ
ム
の
緊
急
放
流
情
報
等
、

狛
江
市
か
ら
市
民
へ
の
情
報
提
供
を
問
う
②
調
布
と

の
今
後
の
連
携
は
③
福
祉
避
難
所
入
所
ま
で
の
流
れ

は
④
要
支
援
者
に
対
す
る
避
難
行
動
の
実
際
を
伺
う

⑤
道
路
や
側
溝
な
ど
、
公
共
施
設
へ
の
影
響
が
生
じ

る
民
有
部
分
被
害
処
理
の
今
後
の
対
応
を
伺
う
。

①
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
リ
ン
ク
を
用
意
②
両
市

の
副
市
長
を
ト
ッ
プ
と
し
た
協
議
体
を
立
ち
上

げ
、
連
携
方
法
等
に
つ
い
て
協
議
を
行
う
③
指
定
避

難
所
に
て
身
体
状
況
が
悪
化
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
、

職
員
に
よ
り
福
祉
避
難
所
に
移
送
④
14
時
14

30
分
か
ら

西
河
原
公
民
館
に
福
祉
避
難
所
を
開
設
す
る
た
め
準

備
開
始
。
19
時
19

30
分
福
祉
避
難
所
開
設
。

19

30

20
時

19

30

20

40
分

か
ら
要
支
援
者
４
名
、
介
護
者
２
名
を
受
入
れ
⑤
影

響
が
考
え
ら
れ
る
場
合
は
相
手
方
と
の
協
議
も
必
要
。

台
風
19
号
に
お
け
る
狛
江
市
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

検
証
と
、被
災
者
支
援
の
公
共
性
に
関
し
て

①
垂
直
避
難
の
有
効
性
に
つ
い
て
、
事
前
広
報

が
不
足
だ
っ
た
と
思
う
が
市
の
見
解
は
②
排
水

樋
管
操
作
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
、
逆
流
や
内
水
氾

濫
を
想
定
し
た
見
直
し
は
③
内
水
氾
濫
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
今
後
作
成
す
る
予
定
は
④
２
時
間
の
停
電

が
あ
っ
た
が
、
原
因
は
把
握
し
て
い
る
の
か
。

①
垂
直
避
難
を
周
知
・
啓
発
し
て
い
く
②
浸
水

の
原
因
究
明
委
託
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
に
応

じ
て
見
直
し
を
行
う
③
内
水
浸
水
の
想
定
区
域
図
を

作
成
す
る
こ
と
も
必
要
④
水
道
道
路
と
世
田
谷
通
り

と
の
交
差
点
付
近
の
電
線
に
ト
タ
ン
が
接
触
し
た
た

め
。 風

水
害
に
関
す
る
救
済
・
支
援
及
び
防
災
・

環
境
対
策
に
つ
い
て

「
市
民
が
主
役
」で
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
よ
う

～
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
が
ま
ち
を
豊
か
に
す
る

①
台
風
時
に
発
信
さ
れ
た
全
て
の
市
広
報
を
一

元
化
し
た
資
料
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、
ど
の
よ
う

に
改
善
の
視
点
を
活
か
し
て
い
く
の
か
②
「
自
主
避

難
所
開
設
」
時
の
広
報
、
部
門
間
連
携
の
課
題
を
伺

う
③
当
日
の
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ク
セ
ス
不
良
の
原

因
は
④
同
ア
ク
セ
ス
改
善
に
向
け
て
市
と
し
て
独
自

に
対
応
す
べ
き
こ
と
は
⑤
予
算
化
含
め
、
取
り
組
む

方
向
性
を
伺
う
⑥
「
避
難
準
備
・
高
齢
者
等
避
難
開

始
」
時
の
広
報
で
避
難
所
に
参
集
し
た
職
員
と
の
連

携
に
関
す
る
課
題
は
⑦
「
避
難
勧
告
発
令
」
時
の
広

報
で
災
害
対
策
本
部
と
の
連
携
、
当
日
の
運
用
フ

ロ
ー
・
課
題
は
⑧
「
避
難
勧
告
解
除
」
前
に
避
難
所

か
ら
帰
宅
勧
奨
が
行
わ
れ
た
が
、
今
後
は
あ
る
判
断

に
基
づ
く
広
報
が
必
要
と
考
え
る
が
考
え
を
伺
う
⑨

台
風
当
日
の
広
報
で
市
民
は
ど
の
よ
う
な
心
情
で
情

報
を
取
り
に
来
る
か
推
測
し
て
情
報
発
信
す
べ
き
で

は
⑩
被
災
経
験
を
踏
ま
え
、
情
報
デ
ザ
イ
ン
の
視
点

で
事
前
・
当
日
・
事
後
と
市
民
へ
わ
か
り
や
す
く
広

報
す
る
視
点
が
望
ま
れ
る
が
、
市
の
所
見
を
伺
う
。

①
情
報
内
容
や
対
象
者
を
想
定
し
適
切
な
対
応

の
た
め
の
準
備
が
必
要
と
認
識
。
今
回
発
信
し

た
内
容
、
タ
イ
ミ
ン
グ
等
を
検
証
し
、
今
後
の
災
害

時
の
情
報
発
信
に
役
立
て
る
②
配
信
の
タ
イ
ミ
ン
グ

や
手
段
の
ば
ら
つ
き
が
生
じ
た
③
ア
ク
セ
ス
集
中
が

原
因
の
一
つ
と
考
え
る
④
ツ
イ
ッ
タ
ー
、
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
で
情
報
発
信
す
る
他
、
他
自
治
体
の
導
入
事

例
等
を
検
討
し
て
い
く
⑤
令
和
２
年
度
の
市
Ｈ
Ｐ
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
時
に
合
わ
せ
て
負
荷
分
散
の
措
置
を

図
っ
て
い
く
⑥
携
帯
電
話
で
連
絡
の
た
め
避
難
所
へ

の
一
斉
連
絡
が
困
難
で
あ
っ
た
⑦
災
害
対
策
本
部
で

発
令
の
判
断
。
情
報
伝
達
ツ
ー
ル
へ
そ
れ
ぞ
れ
職
員

が
入
力
の
た
め
時
間
差
が
生
じ
た
⑧
避
難
勧
告
発
令

中
を
示
す
掲
示
を
し
、
避
難
所
と
の
情
報
共
有
の
方

法
を
検
討
す
る
⑨
今
回
の
教
訓
を
生
か
す
と
と
も
に
、

受
け
手
側
の
目
線
に
立
ち
市
民
が
必
要
と
す
る
情
報

を
先
読
み
し
、
事
前
準
備
、
情
報
発
信
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
等
の
整
備
を
図
っ
て
い
く
⑩
研
修
等
を
通
じ
市
民

へわ
か
り
や
す
く
伝
え
ら
れ
る
体
制
づ
く
り
を
進
め
る
。

台
風
19
号
被
災
を
経
験
し
た

狛
江
市
の
広
報
体
制
、
今
後
の
在
り
方

台
風
19
号
の
発
生
時
に
、
狛
江
市
の
多
摩
川
河

川
敷
生
活
者
が
い
な
か
っ
た
の
は
、
市
に
よ
っ

て
日
頃
か
ら
路
上
生
活
者
へ
の
自
立
支
援
が
行
わ
れ

て
き
た
た
め
で
あ
る
が
、
今
後
も
ぜ
ひ
住
民
に
寄
り

添
う
災
害
対
策
を
望
む
。
避
難
行
動
要
支
援
者
へ
の

情
報
伝
達
と
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

民
生
委
員
に
避
難
情
報
を
連
絡
の
う
え
、
担
当

地
域
で
気
に
な
る
要
支
援
者
に
対
し
避
難
を
呼

び
か
け
て
も
ら
う
よ
う
お
願
い
し
た
が
、
民
生
委
員

自
身
の
安
全
確
保
を
優
先
し
た
た
め
、
安
否
情
報
の

集
約
ま
で
の
対
応
は
お
願
い
し
て
い
な
い
。

住
民
に
寄
り
添
う
災
害
対
策
～
教
訓
を
生
か
し
、

要
配
慮
者
、被
災
者
の
目
線
で
の
対
策
を
～

①
本
条
例
案
は
理
念
条
例
か
、
立
法
と
し
て
の

効
果
を
持
た
せ
る
条
例
か
を
問
う
②「
人
権
」と

は
何
と
考
え
る
か
。「
人
権
」と
は
思
い
や
り
の
問
題

な
の
か
③
実
効
性
を
持
た
せ
る
と
い
う
本
条
例
案
に

は
立
法
事
実
の
記
載
は
あ
る
か
④
狛
江
市
内
の
差
別

実
態
調
査
は
し
な
い
の
か
⑤
国
の
主
だ
っ
た
差
別
解

消
法
と
の
関
連
は
本
条
例
案
に
は
あ
る
か
⑥
子
ど
も

の
人
権
に
つ
い
て
明
確
に
す
べ
き
で
は
⑦
寄
せ
ら
れ

た
パ
ブ
コ
メ
を
反
映
さ
せ
る
基
準
は
何
か
。

①
人
権
尊
重
の
第
一
歩
と
な
る
理
念
条
例
で
あ

る
一
方
で
、
具
体
的
規
定
を
盛
り
込
み
一
定
の

実
効
性
を
担
保
②
自
分
ら
し
く
生
き
る
権
利
で
あ
り
、

素
案
で
は
人
に
対
す
る
思
い
や
り
と
表
現
し
て
い
る

③
前
文
に「
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
て
い
る
人
が
い
る
」

等
の
表
記
が
あ
る
④
必
要
性
が
高
ま
れ
ば
検
討
す
る

⑤
基
づ
く
も
の
で
は
な
い
が
趣
旨
は
踏
ま
え
て
い
る

⑥
年
齢
に
よ
る
侵
害
や
虐
待
の
禁
止
規
定
が
あ
る
⑦

委
員
会
で
議
論
い
た
だ
き
た
い
。

市
の
社
会
教
育
機
関「
公
民
館
」「
図
書
館
」

（
市
民
セ
ン
タ
ー
）に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

公
民
館
を
「
地
域
の
居
場
所
」
と
し
て
考
え
合

う
事
業
、
図
書
館
協
議
会
や
公
民
館
運
営
審
議

会
に
よ
る
答
申
・
提
言
、
市
民
意
識
調
査
等
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
等
、
無
作
為
抽
出
で
行
う
ア
ン
ケ
ー
ト

同
様
尊
重
す
べ
き
と
考
え
る
。
公
民
館
・
図
書
館
、

そ
れ
ぞ
れ
必
要
と
さ
れ
て
い
る
も
の
は
何
か
。

公
民
館
は
公
民
館
運
営
審
議
会
の
答
申
に
お
い

て
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
た
め
の
拠
点
」
と

な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
「
地
域
の

中
の
居
場
所
」
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
た
め
の
設

備
。
図
書
館
は
図
書
館
協
議
会
の
答
申
を
踏
ま
え
、

事
業
内
容
や
ソ
フ
ト
面
の
充
実
が
必
要
で
あ
る
。

高
齢
者
の
生
活・医
療・介
護・健
康
維
持
の

環
境
を
失
見
性
の
あ
る
視
点
で
整
え
る
た
め
に

①
買
い
物
難
民
の
現
状
と
今
後
、
市
で
の
対
策

②
公
衆
ト
イ
レ
の
新
た
な
課
題
、
尿
も
れ
パ
ッ

ド
利
用
者
増
。
男
性
用
に
は
交
換
で
き
る
ト
イ
レ
や

捨
て
る
汚
物
入
れ
の
設
置
が
な
い
。
当
事
者
は
声
を

あ
げ
に
く
い
が
市
の
考
え
と
対
応
策
は
③
救
急
安
心

事
業
＃
７
１
１
９
の
普
及
と
市
で
の
取
り
組
み
の
反

応
や
効
果
④
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
と
は
何
か
。
医
療

機
関
や
患
者
へ
の
実
態
調
査
を
要
望
す
る
⑤
在
宅
医

療
の
質
の
担
保
は
い
か
に
⑥
Ａ
Ｃ
Ｐ
の
周
知
推
進
は
。

①
買
い
物
が
不
便
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
介
護
、

認
知
症
予
防
を
兼
ね
た
徒
歩
に
よ
る
買
い
物
支

援
策
を
検
討
②
乳
幼
児
お
む
つ
は
持
ち
帰
り
が
原
則

の
た
め
課
題
が
あ
る
③
広
報
等
で
周
知
。
救
急
件
数

は
増
加
。
消
防
署
と
連
携
し
発
信
し
て
い
く
④
多
剤

服
薬
に
関
連
す
る
薬
物
有
害
リ
ス
ク
等
。
要
望
は
調

査
研
究
⑤
市
の
委
員
会
で
協
議
検
討
、
多
職
種
間
に

よ
る
研
修
会
で
連
携
の
強
化
⑥
本
人
や
家
族
間
等
で

Ａ
Ｃ
Ｐ
を
理
解
し
、
適
切
な
時
機
に
話
し
合
え
る
よ

う
周
知
し
て
い
く
。

「
人
権
を
尊
重
し
み
ん
な
が
生
き
や
す
い
狛
江
を

つ
く
る
基
本
条
例（
案
）」の
条
例
意
義
は
何
か

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
を
活
用
し
た

取
り
組
み
及
び
地
域
活
性
化
に
つ
い
て

①
狛
江
市
の
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
へ
の

認
識
は
②
公
用
車
へ
の
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の

導
入
で
有
効
活
用
及
び
収
益
を
③
イ
ベ
ン
ト
民
泊
の

活
用
で
、
交
流
人
口
増
加
や
地
域
経
済
活
性
化
を
④

子
育
て
シ
ェ
ア
、
家
事
シ
ェ
ア
な
ど
子
育
て
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
へ
の
取
り
組
み
状
況
は
。

①
地
域
課
題
解
決
の
一
助
と
な
り
つ
つ
あ
る
一

方
で
、
リ
ス
ク
も
あ
る
と
認
識
②
民
間
に
よ
る

カ
ー
シ
ェ
ア
は
導
入
済
み
。
公
用
車
は
緊
急
時
の
利

用
の
た
め
考
え
て
い
な
い
③
民
泊
に
つ
い
て
は
庁
内

で
の
情
報
共
有
を
図
っ
て
い
る
④
現
行
の
事
業
を
継

続
し
な
が
ら
有
効
と
判
断
で
き
た
段
階
で
検
討
す
る
。

安
心
し
て
歩
け
る
地
域
を

都
営
狛
江
団
地
立
替
え
計
画
、地
域
の
見
守
り

歩
道
や
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
、
高
齢
者
も
障
が

い
者
も
安
心
し
て
歩
け
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

の
課
題
は
多
い
。
認
知
症
高
齢
者
家
族
や
介
護
に
関

わ
る
事
業
所
等
が
注
目
す
る
「
み
ま
も
り
あ
い
ア
プ

リ
」
導
入
に
対
す
る
狛
江
市
の
見
解
を
伺
う
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
利
用
し
た
捜
索
ア
プ
リ
に
つ
い

て
は
、
本
人
同
意
の
問
題
や
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
協
力
者
の
確
保
、
費
用
負
担
や
市
域
を

ま
た
い
で
発
生
す
る
事
案
に
対
す
る
問
題
な
ど
を
考

慮
し
た
上
で
、
調
査
研
究
を
進
め
て
い
く
。

無
会
派

三
宅
ま
こ
と

無
会
派

吉
野
芳
子

立
憲
民
主
こ
ま
え

高
木
さ
と
こ

立
憲
民
主
こ
ま
え

加
藤
功
一

無
会
派

平
井
里
美

①
日
常
生
活
用
具
給
付
等
事
業
の
対
象
種
目
の

見
直
し
は
②
が
ん
患
者
へ
の
ウ
ィ
ッ
グ
や
胸
部

補
整
具
の
購
入
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
制
度
を
検

討
す
る
考
え
は
③
補
助
犬
に
つ
い
て
飼
育
代
の
一
部

助
成
や
予
防
接
種
代
を
助
成
す
る
考
え
は
。

①
近
隣
自
治
体
の
動
向
や
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
等

の
把
握
に
努
め
、
必
要
な
見
直
し
を
行
っ
て
い

る
②
先
進
自
治
体
の
事
例
を
調
査
研
究
し
て
い
く
③

ま
ず
は
、
補
助
犬
を
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
身
体

障
が
い
者
補
助
犬
の
給
付
制
度
を
周
知
し
て
い
く
。

誰
も
が
人
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
た
め
の

地
域
生
活
支
援
に
つ
い
て

※
2

※
4

※
3


